
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 食の日本遺産ＰＲ事業 

事業主体 

（連絡先） 

木曽広域連合 

木曽郡木曽町日義 4898-37（TEL 0264-23-1050） 

事業区分 (6) 産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,037,860円（うち支援金：1,630,000円） 

 

①取扱事業者の理解促進 

②購入者等へのカードの配布 

③ポータルサイト訪問者の増加 

※自己評価【Ｃ】 

【理由】 

 カードに付したＱＲコードへの

アクセスにより商品の説明が不要

で効率的にＰＲができたとの意見

感想があった一方で、よりカード

を手に取りたくなる、収集したく

なるようなデザイン性や３種類の

カードを集めて景品を渡す仕組み

などがあれば良かったとの意見が

あった。 

【カード・のぼり旗(小)】 

  【目標・ねらい】 

 

①作成した各カード、のぼり旗は事業者あてにＰＲの依頼文書と

ともに各事業者を回りながら日本遺産の周知をお願いした。 

 (1) 朴葉巻    45 店舗ほか市町村 

(2) 手打ちそば  50 店舗ほか市町村 

(3) すんき      21 社ほか市町村 

②カードについては購入者、来店者及び通信販売等の商品等を購

入したお客様に対して商品とともに渡し又は同梱してもらっ

た。配布枚数は次のとおり。 

(1) 朴葉巻      291,500 枚 

(2) 手打ちそば  219,600 枚 

(3) すんき    159,600 枚 

③ポータルサイトは、ストーリーやその他購入情報等の内容が少

なかったため、ストーリーの追加や購入情報等にアクセスでき

るリンクを貼るなど、その内容の充実を図った。アクセス数は

微増の傾向であった。 

  実施前 H31.4～R2.3 35,575 回 R2.4～R3.3 46,747 回 

 実施後 R3.4～R4.2 47,309回(R1比較33.0%増 R2比較1.2%増) 

日本遺産の構成文化財となっている「木曽の朴葉巻」「手打ちそ

ば」「すんき漬け」を購入者等にそのストーリーを周知するため、

木曽地域全体で統一したＰＲができるようにそれぞれオリジナル

でデザインしたカード(QR ｺｰﾄﾞ付)、大小のぼり旗を作成し、販売

店や生産者に配布したことに加え、ＱＲコードのアクセス先であ

る日本遺産木曽路ポータルサイト内で説明書きや購入情報等を追

記して一部充実を図った。 

作成数 

(1) 朴葉巻   ｶｰﾄﾞ 350,000枚 大小のぼり旗各 150 枚 

(2) 手打ちそば ｶｰﾄﾞ 280,000枚 大小のぼり旗各 200 枚 

(3) すんき   ｶｰﾄﾞ 230,000枚 大小のぼり旗各 100 枚 

  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

日本遺産木曽路は 42 の構成文化財で構成され、今回はその中で食に関わるもの３種についてＰＲを行った。

構成文化財は宿場、史跡、伝統工芸品などのカテゴリーである程度集約できるため、来年度についても別の構成

文化財で引き続き実施したい。 

なお、今年度事業者から意見があった、よりカードを手に取りたくなる、収集したくなるようなデザインにつ

いてはカード素材や配置地域を限定的にするなど工夫をすることとし、全カードを収集した際には、抽選で景品

をプレゼントするなど、木曽地域を巡り、生産者との直接会話でストーリーを知ることができるカードラリーな

どの実施も検討したい。 


